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信
頼
さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
て

鮫
川
村
議
会
議
長

星

 

一
彌

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り

村
議
会
に
対
し
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
日
本
列
島
各
地
に

お
い
て
、
豪
雨
災
害
や
地
震

に
よ
る
被
害
な
ど
多
く
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
で
も

あ
り
、
多
く
の
尊
い
人
命
ま

で
も
失
い
ま
し
た
。
被
害
に

遭
わ
れ
ま
し
た
各
地
の
皆
さ

ま
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
幸
い

最
小
限
へ
の
被
害
に
と
ど
ま
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

あ
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

風
評
被
害
は
、
ま
だ
ま
だ
払

拭
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
議
会
人
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
払
拭
に
向
け
て
、
最
大

限
の
努
力
を
傾
注
し
村
民
の

付
託
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
議
長
と
し
て

議
員
一
人
ひ
と
り
の
意
を
尊

重
し
、
活
力
あ
る
村
づ
く
り

に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
一

歩
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

確
か
な
一
歩
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。

　
昨
今
、
少
子
高
齢
化
、
議

員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
お
り
ま
す
。
議
会
が
住

民
の
代
表
機
関
と
し
て
適
切

な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
も
、

我
々
議
会
が
自
主
的
な
取
り

組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
、

議
会
の
魅
力
を
高
め
、
更
な

る
住
民
の
信
頼
を
得
る
と
と

も
に
、
議
員
と
し
て
活
躍
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
新
年
は
年
号
も
変
わ
り
、

新
た
な
門
出
と
な
り
ま
す

が
、
住
民
が
よ
り
豊
か
で
平

穏
な
日
々
を
暮
ら
せ
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
村

民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
実
り

多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ



定住・教育・環境

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

提
出
議
案
を
調
査
・
補
正
予
算
可
決

3 さめがわ議会だより第155号

12月
定例
議会

　

12
月
定
例
会
が
、
12
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で

の
３
日
間
の
、
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
、
一
般
質
問
を
行
い
５
名
の
議

員
が
登
壇
し
、
鳥
獣
に
よ
る
有
害
駆
除
対
策
の

支
援
や
、
子
育
て
支
援
と
定
住
促
進
施
策
の
推

進
な
ど
を
取
り
上
げ
、
村
政
を
質
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
８
件
、
福
島
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
の
、
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
に
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
産

業
厚
生
常
任
委
員
会
の
合
同
議
案
調
査
を
開
き
、

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
審
議
し
た
補
正
予
算
、
規
約
の

変
更
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
月
１
日
に
任
期
満
了
と
な
る
、
鮫

川
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選

挙
（
指
名
）
を
行
い
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
を
許

可
し
て
、
閉
会
し
ま
し
た
。

12月定例会の
あらまし

■ 12月補正予算の状況

一　般　会　計
会　計　別

合　　　計

補  正  額 補正後の予算額

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

６９９４万６千円増
２９万３千円増
７６万５千円減

0
0

２５９万１千円増
３３万５千円増
２２万７千円減

３２億２４１１万１千円
４億７６６６万６千円
１億１０４５万３千円
 １１１０万５千円

 ４億８９５４万３千円
 ２００５万９千円
 １億２０５万２千円
 ３８３６万４千円

７２１７万３千円増 ４４億７２３５万３千円

国保（事業勘定）
簡易水道事業
村営バス事業
介 護 保 険
交 流 施 設
学 校 給 食
後期高齢者医療

■ 12月補正予算の主な事業

■ 鮫川村選挙管理委員会委員・補充員

地方交付税
市町村生活交通対策事業費県補助金

歳　　　　入
6500万円追加

188万2千円追加

財政調整基金積立
公有施設整備基金積立
教育施設整備基金積立
ふるさとづくり基金積立
農村公園維持管理工事費
緑の文化財保全業務
宅地分譲地造成工事費外

歳　　　　出
１５００万円追加
４０００万円追加
１０００万円追加
１０１万円追加

１２２万１千円追加
１００万１千円追加
１８１万円追加

大 樂 勝 弘  村長

各種基金に6601万円積立

委　　　　員

前田　  榮（官代）・蛭田  昌一（田尻）
岡部  啓一（大塩）・矢吹  俊次（塩倉）

補 充 員

青戸  禎美（前沼）・本郷　  長（沼野沢）
金澤  一四（真坂）・金澤 助右門（世々麦）
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議 案
調 査

　

提
出
さ
れ
た
平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
補
正
予
算
を
、
総
務
文
教
・
産
業
厚
生
両
常

任
委
員
会
は
、
合
同
委
員
会
に
て
議
案
調
査
を
し

ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
可
決
承
認
。

交
流
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算
は
賛
成
多
数
、
他
の

特
別
会
計
は
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

全ての担当課から議案の説明を受ける常任委員会

補 正
予 算

一般会計

議案調査(ぎあんちょうさ)とは？
ゆうきくん
が解説！

　議会に提案された、議案(ぎあ
ん)に対して担当課に説明を求め、
現地を調査するなど常任委員会
ごとに調査をすることです。

補正予算(ほせいよさん)とは？ ゆうきくん
が解説！

　年度初めに計画した事業の予算
に、増減が生じた場合、議会の
承認を得て予算の修正をすること
です。

財
政
調
整
基
金
、公
有
施
設
整
備
基
金
、教
育
施
設
基

金
の
内
訳
他
１０
件

【
調
査
項
目
】

◆ 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

交
流
施
設（
ほ
っ
と
は
う
す
）へ
の
繰
出
金
他
１４
件

【
調
査
項
目
】

◆ 
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

宅
地
分
譲
地
整
備
、

　
教
育
施
設
整
備
他

　
　
　
補
正
額
を
承
認

宅地分譲地の側溝・看板１８１万円農村公園維持管理工事
（修繕費2箇所）

１２2万円

スクールバス修繕費 ６０万円 二反田(西山)ヒガンザクラ保全業務１００万円



　
議
案
第
９２
号 

交
流
施
設
（
ほ
っ
と
は
う

す
）
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
反
対

討
論
を
す
る
。
当
初
予
算
で
昨
年
２９
年
度

よ
り
３
６
０
万
円
増
の
９
６
０
万
円
を
繰

り
出
し
、
そ
れ
に
加
え
て
今
回
の
補
正
を

合
わ
せ
る
と
、
１
３
４
０
万
円
と
な
る
。

反
面
収
入
で
あ
る
利
用
料
は
前
年
度
よ
り

７２
万
７
千
円
も
下
回
っ
て
い
る
。
交
流
施

設
決
算
状
況
か
ら
見
る
と
８
４
１
万
８
９

７
１
円
の
赤
字
で
、
更
に
今
回
の
補
正
を

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ズ
バ
リ
！！
村
政
を
問
う
！ 

一
般
質
問
　
北
條
利
雄
議
員

５ さめがわ議会だより第155号

前
田
　
武
久 

議
員

チェック
します
補正予算

議 質疑討論案 の

議論を要する　ほっとはうすの今後の運営

反
対
討
論

宗
田
　
雅
之 

議
員

賛
成
討
論

一般会計補正予算
国民健康保険(事業勘定)特別会計補正予算
簡易水道事業特別会計補正予算
村営バス事業特別会計補正予算
介護保険特別会計補正予算
交流施設特別会計補正予算
学校給食センター特別会計補正予算
後期高齢者医療特別会計補正予算
市町村総合事務組合規約の変更

宅地分譲地販売促進基金・奨励金条例

【１２月定例議会】 ○＝賛成　△＝反対

【臨時議会】

議　　　　　案 遠藤 貴人

○
○
○
○
○
△
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
△
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
△
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

堀川 照夫 北條 利雄 関根 英也 前田 雅秀 関根 政雄 前田 武久 宗田 雅之

一目でわかる審議結果（１２月定例議会、臨時議会）

加
え
る
と
約
１
２
２
０
万
円
の
累
積
赤
字

と
な
る
。

　
財
務
事
情
は
ま
こ
と
に
お
粗
末
。
平
成

１９
年
か
ら
特
別
会
計
に
な
り
、
そ
の
３
年

前
の
数
字
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
に
、
お
お
よ
そ
で
あ
る
が
約
１

億
２
千
万
以
上
の
赤
字
補
填
を
し
て
お

り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
是
正
努
力
も

な
く
、
経
営
悪
化
の
場
合
は
閉
鎖
を
す
る

と
、
昨
年
村
長
が
断
言
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
今
回
の
補
正
は
余
り
に
も
軽
視
し

て
い
る
。
自
立
す
る
村
づ
く
り
で
な
く
、

自
滅
す
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

よ
っ
て
議
案
９２
号
平
成
３０
年
度
鮫
川
村
交

流
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算
に
対
し
、

反
対
討
論
と
す
る
。

　
交
流
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算
の
原

案
に
賛
成
の
立
場
の
議
員
と
し
て
討
論
す

る
。「
ほ
っ
と
は
う
す
さ
め
が
わ
」の
今
ま

で
の
経
過
、
経
緯
、
こ
れ
か
ら
も
各
事
業

を
行
う
場
合
に
、
大
変
必
要
な
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
今
ま
で
「
ほ
っ
と

は
う
す
」
が
で
き
た
経
過
、
経
緯
を
全
て

で
検
討
し
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
各
施

設
の
運
営
方
法
も
検
討
し
、
未
来
志
向

の
む
ら
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
に
も
、
こ

の
予
算
を
通
し
て
、
全
て
の
議
員
で
検
討

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
今
回
の
こ
の

予
算
に
対
し
て
賛
成
の
意
見
か
ら
討
論
と

す
る
。

！



登壇5人が
リズバ

村政を問う！
議員

遠藤　貴人 議員
①

②

旧西野区民グラウンド
の活用
村の基幹産業

P10

（鈴木 大稀さん）

堀川　照夫 議員
鳥獣による有害駆除
対策の支援策

①

（江田 果帆さん）

P 8

関根　政雄 議員
子育て支援と定住促
進施策
児童公園を核とした中
心地の活性化

①

②

P11

（木之内 慶斗さん）

北條　利雄 議員
許可地縁団体となり得る
団体組織の現状と支援策
総合戦略の重要業績
評価指数
平成３１年度の施政方
針と予算編成

①

②

③
（鈴木 和花さん）

P 7
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星　 一 彌 議長
（石井 憲成さん）

大樂　勝弘 村長
（斉藤 莉愛さん）

白坂　利幸 副村長
（泉田 悠愛さん）

奥 貫　 洋 教育長
（須藤 蒼天さん）

答 弁 者

前田　武久 議員
①
②
補助金依存
村長の進退

P 9

（高木 瑛飛さん）

前田　雅秀 議員
（阿久津 悠介さん）

関根　英也 議員
（関根 心桜さん）

宗田　雅之 議員
（芳賀 七海さん）

出 席 議 員

定例議会には、
ほかに各課長が
出席しています。

※

議会の進行 出 席 者

　一般質問は、議員の日常活動を通じて、住民
の声や自身の考え方をもとに、村長、教育長
などの方針を問うものです。
　鮫川村議会は、一人あたり９０分の制限時間
内であれば、質問の回数に制限はありません。



問
総
合
戦
略
の
事
業

評
価
の
検
証
方
法

を
伺
う

答
目
標
水
準
の
達
成

度
は
、数
字
が
出
た

時
点
で
公
表
す
る

　
急
速
な
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
の
進
行
が
見
込

ま
れ
る
中
、
地
域
の
活
性

化
と
人
口
減
少
抑
制
を
め

ざ
す
地
方
創
生
の
取
り
組

み
、
自
然
災
害
に
対
す
る

防
災
・
減
災
対
策
な
ど
、

多
岐
に
渡
る
諸
課
題
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
さ

ら
に
原
油
価
格
の
高
騰
、

諸
物
価
の
値
上
げ
、
消
費

税
の
値
上
げ
な
ど
、
村
民

生
活
に
与
え
る
影
響
も
多

大
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、

歳
出
削
減
路
線
を
堅
持

す
る
と
同
時
に
地
方
再
生

の
施
策
を
重
視
す
る
こ
と

等
、
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
本
村
の
平
成

31
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

て
伺
う
。

　
平
成
31
年
度
は
、第
４
次

の
鮫
川
村
振
興
計
画
前
期

基
本
計
画
の
最
終
年
度
に

あ
た
る
。
総
合
戦
略
の
実

施
計
画
で
あ
る
地
方
創
生

関
連
事
業
の
具
現
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
の
達
成
を

目
指
す
。
引
き
続
き
自
立

す
る
村
づ
く
り
に
つ
な
が
る

事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況

の
中
で
、
財
源
を
効
果
的
・

効
率
的
に
活
用
す
る
重
要

の
旨
を
示
し
た
。

　
成
果
指
標
に
対
す
る
徹

底
し
た
取
り
組
み
、
必
要

に
応
じ
た
見
直
し
、
施
策

の
成
果
向
上
に
寄
与
し
な

い
事
業
、
時
代
の
潮
流
に

合
わ
な
い
事
業
や
役
割
を

終
え
た
事
業
は
廃
止
す
る

な
ど
、
将
来
の
財
政
需
要

を
踏
ま
え
た
上
で
、
持
続

可
能
な
財
政
基
盤
の
確
保

に
取
り
組
む
よ
う
に
指
示

し
た
。

　
行
政
区
、
農
事
組
合
、

納
税
組
合
な
ど
は
、
村
民

の
地
域
生
活
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
活
動
を
引
き
受
け

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
団
体

組
織
は
行
政
の
末
端
組
織

と
し
て
の
機
能
を
充
分
に

果
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に

団
体
組
織
は
、
生
活
基
盤

で
あ
る
地
域
集
会
所
の
土

地
や
建
物
な
ど
を
所
有
し

て
お
り
、
今
で
も
時
の
代

表
者
名
義
を
引
き
継
ぎ
、

不
動
産
登
記
も
相
続
す
る

親
族
名
義
で
登
記
を
繰
り

返
し
て
い
る
現
状
が
見
受

け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
解

消
す
べ
く
、
行
政
の「
認

可
地
縁
団
体
」の
活
用
、

積
極
的
な
広
報
や
手
続
き

支
援
策
を
伺
う
。

　
手
数
料
や
登
録
免
許
税

な
ど
の
財
政
支
援
、
登
記

事
務
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
等

の
支
援
は
、
認
可
申
請
に

関
す
る
書
類
整
備
等
の
支

援
を
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
が
、
手
数
料
、
登
録

免
許
税
は
、
基
本
的
に
は

当
事
者
が
負
担
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。

　
認
可
地
縁
団
体
の
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
状
況
に

応
じ
て
、
さ
ら
に
支
援
制

度
、
広
報
等
、
機
会
を
通

し
て
指
導
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
事
業
の
点
検
や
軌
道
修

正
に
は
、
事
業
ご
と
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を

稼
動
さ
せ
、
随
時
の
成
果
・

進
捗
管
理
に
よ
る
取
組
み

の
改
善
を
行
い
活
用
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
確

立
と
と
も
に
事
業
途
中
に

お
い
て
の「
年
度
別
事
業

評
価
シ
ー
ト
」を
作
成
し

目
標
水
準
の
検
証
を
行
い
、

実
効
性
を
高
め
公
表
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
村
の
振
興
計
画
の
推
進

と
総
合
戦
略
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
」の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

検
証
方
法
と
事
業
評
価
を

伺
う
。

　
総
合
戦
略
に
位
置
づ
け

た
事
業
の
う
ち
、
目
標
値

を
設
定
し
た
事
業
に
つ
い

て「
成
果
が
得
ら
れ
た
」、

「
お
お
む
ね
成
果
が
得
ら
れ

た
」、「
期
待
し
た
成
果
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
」の
３
段

階
に
よ
り
評
価
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
個
別
計
画
に

つ
い
て
の
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
相
当
の
職
員
数

と
労
力
、
時
間
を
か
け
な

け
れ
ば
達
成
は
見
込
め
な

い
状
況
で
あ
る
。
取
り
組

み
内
容
を
精
査
し
集
約
し

て
推
進
す
る
こ
と
で
、
よ

り
効
率
的
で
効
果
が
上
が

る
取
り
組
み
を
構
築
す
る

と
い
う
手
法
の
見
直
し
を

進
め
て
い
る
。

　
見
直
し
後
の
事
業
に
つ

い
て
の
目
標
水
準
の
達
成

度
は
、
こ
の
数
字
が
出
た

時
点
で
公
表
す
る
。

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
堀
川
照
夫
議
員
・
前
田
武
久
議
員

北
條 

利
雄 

議
員

質 

問

質 

問

質 

問

持続可能な財政基盤の
　　　　　　確保を指示した

一
般
行
政

平成31年度の施政方針と
　　　　　　予算編成を伺う

答

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

問
認
可
地
縁
団
体
の
現

状
と
支
援
策
を
伺
う

答
状
況
に
応
じ
た
支

援
、広
報
等
、機
会

を
通
し
て
指
導
す
る
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地方再生の施策を具現化する
「総合戦略」



　
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
振
興
は
、
最
優

先
課
題
で
あ
る
。
水
稲
を

は
じ
め
と
す
る
各
農
産
物

や
畜
産
の
飼
料
作
物
へ
の
、

イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
が
村

内
全
域
に
拡
大
し
て
い
る
。

　
年
々
、
捕
獲
頭
数
も
増

え
つ
つ
あ
る
と
聞
く
が
、

水
稲
・
デ
ン
ト
コ
ー
ン
・

野
菜
等
へ
の
被
害
は
後
を

絶
た
な
い
。

　
村
で
は
鳥
獣
被
害
へ
の

補
助
を
実
施
し
、
一
定
の

成
果
は
見
ら
れ
て
い
る
が
、

罠
捕
獲
免
許
へ
の
支
援
や

電
気
柵
へ
の
助
成
の
増
額

を
図
り
、
困
窮
す
る
農
家

へ
の
救
済
を
早
急
に
す
べ

き
と
考
え
る
。
農
家
の
支

援
策
の
観
点
か
ら
、
有
害

駆
除
支
援
強
化
の
考
え
を

伺
う
。

　
村
で
は
有
害
駆
除
対
策

の
支
援
策
と
し
て
、
平
成

２７
年
度
に
鳥
獣
被
害
防
止

施
設
等
資
材
購
入
費
補
助

交
付
要
綱
を
制
定
し
、
電

気
柵
な
ど
資
材
購
入
費
の

補
助
を
始
め
、
上
限
を
５

万
円
と
し
て
い
る
。

　
制
度
開
始
以
来
の
実
績

は
平
成
２７
年
度
に
４２
件
で

支
援
金
１
７
２
万
４
千
円
。

２８
年
度
は
３０
件
で
９８
万

円
。
２９
年
度
に
６０
件
で
２

５
１
万
１
千
円
。
今
年
度

は
１２
月
３
日
現
在
で
、
５４

件
で
１
７
８
万
９
千
円
を

補
助
し
て
い
る
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
の
手
助

け
に
な
る
よ
う
な
施
策
と

し
て
で
き
る
だ
け
応
援
し

た
い
。

　
５
万
円
で
不
都
合
な
場

合
に
は
、
面
積
で
対
応
す

る
か
、
そ
の
辺
を
検
討
さ

せ
て
頂
く
。

　
罠
取
得
免
許
と
猟
友
会

に
入
隊
に
つ
い
て
支
援
策

を
伺
う
。

　
罠
の
免
許
の
取
得
に
は
、

全
額
補
助
を
だ
し
て
も
い

い
と
思
う
。
審
査
手
数
料

５
千
２
百
円
と
登
録
手
数

料
千
８
百
円
で
７
千
円
で

あ
る
。

　
料
金
の
全
額
と
言
わ
な

く
と
も
半
額
補
助
と
い
う

こ
と
で
、
担
当
課
長
に
考

え
て
い
た
だ
き
支
援
す
る
。

有
害
鳥
獣
の
猟
友
会
に
入

隊
し
な
い
と
、
こ
の
罠
捕

獲
活
動
は
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
是
非

入
隊
し
て
も
ら
う
よ
う
に

勧
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

堀
川 

照
夫 
議
員

質 

問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

鳥獣による有害駆除対策の
　　　　　　支援を強化せよ

農
業
政
策

電気柵、狩猟免許の取得への
　　支援策を拡大し、農家を守る答

問

捕獲されたイノシシの群れ

イノシシの進入防止の電気柵

さめがわ議会だより第155号　８

免許の種類 使用できる猟具
網　　　猟
わ な 猟
第１種銃猟
第２種銃猟

網
わ　　　な

装薬銃（ライフル・散弾銃）
空 気 銃

狩猟免許の種類

狩猟免許 → 猟をするための許可（行政）
銃 所 持 → 銃を所持するための許可（警察署）



質 

問

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
住
民
福
祉
課
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

入居されていない医師住宅（宿ノ入）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

　
（
１
）本
村
の
公
共
事
業

は
補
助
制
度
の
あ
る
事
業

を
優
先
し
て
い
る
の
が
実

態
。
村
費
の
抑
制
か
ら
当

然
の
選
択
で
あ
る
が
、
補

助
金
依
存
性
が
事
業
執
行

優
先
を
左
右
し
、
あ
る
い

は
自
主
的
財
政
運
営
を
阻

害
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た

か
伺
う
。

　
本
村
は
自
主
財
源
が
乏

し
く
、
財
政
力
指
数
も
現

在
０
．１
６
と
県
内
５９
市
町

村
中
５６
番
目
で
あ
る
た
め
、

国
、
県
の
補
助
に
頼
ら
ざ

る
得
な
い
。

　
ご
く
一
部
で
あ
る
が
、

補
助
金
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
単
独
事
業
を
実
施
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
補
助
金
活
用
事
業
に
お

い
て
、
数
々
の
弊
害
が
生

じ
て
い
る
。
典
型
的
な
例

と
し
て
、
宿
ノ
入
の
医
師

住
宅
は
建
築
以
来
数
年
利

用
で
き
ず
空
き
家
と
な
っ

て
い
る
。
医
師
が
入
ら
ず
、

医
師
以
外
の
入
居
が
認
め

ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
平
成
７
年
か
ら
運
営
開

始
さ
れ
た
交
流
施
設
は
当

初
か
ら
経
営
困
難
で
財
政

負
担
か
ら
経
営
転
換
も
償

還
期
間
内
は
出
来
ず
、
現

在
も
負
の
施
設
と
な
っ
て

い
る
が
。

　
医
師
住
宅
の
無
使
用
に

つ
い
て
は
大
変
申
し
訳
な

い
。
無
医
村
に
し
た
く
な

い
た
め
の
住
宅
で
あ
る
。

　
医
師
住
宅
空
き
家
の
管

理
状
況
と
償
還
年
数
は
。

　
補
助
金
の
処
分
制
限
が

あ
り
、
今
は
申
し
訳
な
い

が
即
答
で
き
な
い
。
後
日

に
報
告
す
る
。
償
還
期
間

内
は
医
師
住
宅
と
し
て
管

理
す
る
。

　
（
２
）国
は
地
方
債
を
利

用
し
た
単
独
事
業
の
積
極

的
推
進
を
提
唱
し
て
い
る
。

国
か
ら
の
規
制
、
制
約
も

な
く
地
域
の
要
望
に
合
っ

た
事
業
も
出
来
る
し
、
種

類
に
よ
っ
て
は
将
来
の
元

利
償
還
金
の
一
部
を
地
方

交
付
税
で
補
填
さ
れ
て
い

る
。
補
助
金
依
存
行
政
か

ら
脱
却
し
、
自
主
性
の
高

い
事
業
を
取
り
入
れ
る
べ

き
と
思
う
が
如
何
か
。

　
地
方
債
は
公
共
施
設
等

の
整
備
に
必
要
な
財
源
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。
将

来
世
代
の
負
担
を
見
越
し

た
地
方
債
発
行
の
判
断
が

重
要
で
あ
る
。

　
本
村
の
地
方
債
残
高
は

２９
年
度
末
で
３０
億
３
千
万

円
。
実
質
公
債
費
率
も

６.１
％
と
標
準
値
を
下
回
っ

て
い
る
が
、
引
き
続
き
村

債
残
高
及
び
公
債
費
の
適

正
な
管
理
に
取
り
組
む
。

　
村
長
就
任
時
、
自
立
で

き
る
村
づ
く
り
、
村
民
の

意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

村
民
第
一
主
義
、
こ
の
地

で
所
得
収
入
を
得
る
雇
用

の
場
の
確
保
を
図
り
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策
を

期
待
し
た
が
、
現
実
は
難

し
い
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
、
畜
産
の
他
に
不
動
産

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
な

い
森
林
資
源
が
あ
る
。
資

源
を
活
か
す
た
め
の
二
次

製
品
加
工
工
場
や
、
温
泉

資
源
活
用
等
、
当
村
の
器

量
に
応
じ
た
事
業
計
画
を
、

残
任
期
間
に
能
力
の
あ
る

職
員
の
知
恵
を
絞
り
出
し

て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
本
村

自
治
体
の
消
滅
に
な
り
か

ね
な
い
対
応
策
を
伺
う
。

　
議
員
質
問
の
通
り
、
鮫

川
村
は
７５
％
の
山
が
あ
る
。

山
林
資
源
の
活
用
と
温
泉

資
源
の
活
用
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
村

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
８

ケ
月
余
り
。
次
期
村
長
選

へ
の
進
退
を
伺
い
た
い

  

こ
の
一
般
質
問
を
受
け

た
時
、
即
、
今
期
限
り
で

や
め
る
考
え
だ
っ
た
が
、

即
答
は
控
え
る
。
今
後
、

後
援
会
と
相
談
し
、
進
退

を
皆
さ
ん
に
伺
い
た
い
。

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
遠
藤
貴
人
議
員
・
関
根
政
雄
議
員

前
田 

武
久 

議
員

一
般
行
政

村債残高、公債費の
　　　　適正管理に努める答

補助金依存の施策から
　　自主性高い施策に脱却を問

９ さめがわ議会だより第155号

問
村
長
の
進
退
は

答
３
月
、６
月
議
会
ま
で

時
間
を
も
ら
い
た
い



　
日
本
の
農
業
で
は
、
農

業
の
格
差
社
会
が
始
ま
る

と
予
測
さ
れ
、
農
業
で
生

き
残
る
に
は
知
恵
を
絞
っ

て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
う
い
っ
た
意
味
か

ら
収
入
に
差
が
生
ま
れ
、

農
業
は
変
革
を
迎
え
て
い

く
。
こ
う
い
っ
た
現
状
の

農
業
に
対
し
、
独
自
に
考

察
し
て
い
る
支
援
制
度
や

展
望
が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
今
後
、
持
続
可
能
な
農

業
生
産
を
し
て
い
く
中

で
、
大
規
模
農
家
の
法
人

化
や
個
々
の
農
家
へ
の
支

援
策
が
必
要
。

　
１
つ
め
は
、
手
・
ま
め
・

館
生
産
者
の
所
得
向
上
と

購
入
促
進
運
動
の
推
進
。

鮫
川
村
の
気
候
を
活
か
し

た
栽
培
で
、
一
般
的
な
野

菜
の
旬
と
収
穫
時
期
が
ず

れ
る
こ
と
を
利
用
し
、
農

産
物
の
価
値
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
農
家
の
所
得
向

上
に
つ
な
げ
る
。

　
２
つ
め
は
、
新
規
就
農

者
が
設
備
を
導
入
す
る
た

め
の
資
金
貸
付
制
度
。
合

わ
せ
て
、
農
家
同
士
や
新

規
就
農
者
の
交
流
で
情
報

を
収
集
し
、
農
機
具
を
手

に
入
れ
る
機
会
の
提
供
。

　
３
つ
め
は
、
手
・
ま
め
・

館
を
核
と
し
た
農
業
生
産

基
盤
の
強
化
。
新
た
な
農

業
の
担
い
手
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な

農
業
生
産
を
行
う
た
め
の

学
び
も
必
要
。
す
ぐ
れ
た

栽
培
技
術
が
途
絶
え
て
し

ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

技
術
継
承
の
機
会
を
設

け
る
。

　
高
齢
者
の
農
家
か
ら
は
、

機
械
が
壊
れ
る
か
、
自
分

が
壊
れ
た
ら
農
業
を
辞
め

る
と
聞
き
及
ぶ
。
村
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
対

す
る
危
機
感
を
共
有
し
た

い
。
先
を
見
据
え
た
思
い

切
っ
た
施
策
が
必
要
。

　
鮫
川
村
の
子
牛
の
販
売

頭
数
は
6
9
4
頭
。
売
上

金
額
は
管
内
ト
ッ
プ
の
5

億
円
。
酪
農
で
の
売
上
金

額
は
2
億
円
以
上
。
村
の

畜
産
関
係
で
は
7
億
円
以

上
の
売
上
金
額
に
な
る
。

農
家
が
元
気
に
就
農
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
。

　
畜
産
の
村
で
あ
る
な
ら

ば
、
大
き
な
畜
産
施
設
を

建
設
し
、
村
民
に
働
い
て

い
た
だ
く
よ
う
な
施
策
は

ど
う
か
。

　
畜
産
農
家
へ
の
支
援
と

し
て
、
塙
町
に
施
設
が
出

来
た
。
そ
の
活
用
を
検
証

し
な
が
ら
、
畜
産
農
家
へ

の
支
援
を
考
え
る
。

遠
藤 

貴
人 
議
員

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

持続可能な農業生産に向け、
独自に考察している支援策はあるか

農
業
政
策

手・まめ・館の充実、設備資金貸付、
栽培技術の継承で所得向上を目指す答

問
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再
質
問

再
質
問

答
弁（
教
育
長
）

答
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る

整
備
要
望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
、旧
西
野
区
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活
用
計
画
を
示
せ

問
　
旧
西
野
区
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
、
活
用
さ
れ
な
い
ま

ま
雑
草
の
生
い
茂
る
現
状

と
な
っ
て
い
る
。
整
備
要

望
が
地
元
民
か
ら
提
出
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
屋
内
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
を
計
画
し
た

と
こ
ろ
、
村
の
中
心
地
に

建
設
す
べ
き
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
建
設
計
画
を
見

合
わ
せ
た
。
来
春
に
は
重

機
に
よ
る
敷
き
慣
ら
し
に

て
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
の
機
能
を
回
復
さ

せ
る
。
村
体
育
施
設
の
指

定
管
理
に
関
す
る
協
定
に
、

旧
赤
坂
西
野
区
運
動
広
場

を
加
え
る
協
議
を
、
さ
め

が
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

進
め
る
。

農村は老齢化が進み、放棄される農地がますます増えるはず



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

分
譲
地
販
売
促
進
へ
の
全
員
協
議
会
・
臨
時
議
会

関
根 

政
雄 

議
員
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定
住
政
策

見渡地内の宅地に、
　　　子育て定住促進を計画する答

宅地として分譲される西野団地

子育て支援と定住促進施策の
　　　　　　　　推進策を示せ問

　
子
育
て
支
援
と
定
住
を

促
進
す
る
に
あ
た
り
次
の

各
点
に
つ
い
て
計
画
と
方

針
を
お
示
し
願
い
た
い
。

①
見
渡
地
内
の
宅
地
分
譲

地
の
販
売
日
程
、
販
売
要

綱
は
。

②
子
育
て
支
援
住
宅
建
設
、

リ
フ
ォ
ー
ム
、
移
住
者
空

き
家
支
援
策
の
考
え
は
。

③
商
工
会
よ
り「
人
口
確

保
と
若
者
の
定
住
促
進
に

関
わ
る
報
告
書
」に
よ
る

提
言
書
が
提
出
さ
れ
た

が
、
施
策
に
反
映
さ
れ
る

の
か
。

　
定
住
促
進
の
た
め
の
宅

地
造
成
工
事
を
年
内
完
成

で
進
め
て
い
る
。

①
区
画
測
量
、
登
記
手
続

が
２
月
末
ま
で
日
数
を
要
す

る
。
３
月
か
ら
譲
渡
手
続
を

開
始
し
た
い
。
価
格
に
つ
い

て
は
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

策
を
検
討
し
て
い
る
。

②
分
譲
地
の
購
入
者
を
対

象
と
し
、
村
民
や
移
住
者

の
子
育
て
世
帯
の
住
宅
建

設
の
負
担
軽
減
策
、
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
を
検
討
す

る
。

③
定
住
促
進
補
助
金
と
廃

屋
建
物
の
取
り
壊
し
補
助

金
制
度
な
ど
検
討
す
る
。

　
見
渡
宅
地
の
南
側
の
日

陰
林
な
ど
周
囲
の
環
境
整

備
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。

　
南
側
山
林
の
地
権
者
に

は
内
諾
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
完
売
し
た
な
ら
ば
、

南
側
山
林
も
購
入
し
、
新

た
な
分
譲
地
と
い
う
夢
も
あ

る
。
ま
た
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
全
額
補
償
金
と
し
て

お
返
し
す
る
、
も
し
く
は
２０

年
後
に
は
半
額
を
返
金
す
る

形
を
と
り
た
い
。

　
年
内
中
に
販
売
へ
の
支

援
策
を
公
表
す
る
た
め
に

は
、
条
例
制
定
の
た
め
の

議
論
を
し
議
会
の
議
決
を

急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
正
月
に
話
題
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
広
報
し
た
い
。

預
か
っ
た
土
地
代
を
返
金

す
る
こ
と
で
議
決
を
い
た

だ
き
た
い
。

問
児
童
公
園
を
核
と
し
た
中
心
街
の
活
性
化
策
は

中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
で
検
討
す
る

答
　
児
童
や
恒
例
の「
こ
ど

も
模
擬
議
会
」で
の
一
般

質
問
で
も
、
舘
山
公
園
の

利
活
用
や
児
童
公
園
整
備

の
提
言
が
数
多
く
出
さ
れ

て
い
る
。

　
鮫
川
村
総
合
戦
略
で
も

「
児
童
公
園
を
核
と
し
た

賑
わ
い
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
し
て
、若
者
・
女
性
・

こ
ど
も
と
保
護
者
で
構
成

す
る「
公
園
広
場
検
討
委

員
会
」
を
設
立
す
る
。
と

し
て
い
る
が
、
検
討
内
容

と
今
後
の
策
定
手
順
に
つ

い
て
伺
う
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課

題
解
決
の
取
り
組
み
と
し

て
、①
賑
わ
い
の
核
と
な
る

公
園
整
備
、②
公
園
周
辺
の

店
舗
等
の
整
備
、③
公
園
か

ら
温
泉
施
設
、
生
涯
学
習

機
能
な
ど
の
区
画
的
な
整

備
、④
中
心
市
街
地
活
性

化
協
議
会
の
設
立
を
掲
げ

て
い
る
。

　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は

中
心
地
活
性
化
協
議
会

を
設
立
す
る
中
で
検
討
し

た
い
。

　
公
園
整
備
は「
安
全
性
」

「
利
便
性
」そ
し
て
駐
車
場

の
確
保
も
必
要
で
あ
る
。

手
・
ま
め
・
館
の
周
辺
で
、

用
地
確
保
が
で
き
る
の
か
。

活
性
化
協
議
会
の
話
の
経

過
は
ど
う
な
の
か
。

　
活
性
化
協
議
会
は
１１
月

１６
日
に
開
き「
道
の
駅
」で

な
く
て
、
農
産
物
加
工
所
、

あ
る
い
は
直
売
所
や
駐
車

場
で
計
画
し
て
は
と
の
意

見
が
出
た
。

　
今
年
度
、
地
域
再
生
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
事
業
部
外

専
門
家
派
遣
事
業
と
し
て

無
償
で
診
断
す
る
。
こ
れ

ら
の
意
見
を
仰
ぎ
、
新
た

な
構
想
を
皆
さ
ん
と
共
有

し
、
中
心
地
の
活
性
化
事

業
に
取
り
組
む
。

再
質
問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）
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全員
協議会定住・子育て支援に 第１歩！大きな

　
村
は
近
年
の
急
激
な
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
西
野
団
地
を
造
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
村
民
か

ら
の
要
望
に
応
え
て
、「
鮫
川
村
住
ま
い
応
援
事
業
」の
原
案
を
、
議
会
全
員
協
議
会
に
諮
り
ま
し
た
。
原
案

は
宅
地
取
得
し
２０
年
後
に「
地
代
の
半
額
を
返
還
」と
し
ま
し
た
が
、
議
員
か
ら
は「
半
額
で
な
く
全
額
に

す
べ
き
」「
年
齢
を
若
者
に
定
め
る
べ
き
」と
の
提
案
も
あ
り
、
村
は
こ
れ
ら
の
提
案
も
考
慮
し
、
条
例
制
定

を
経
て
販
売
促
進
に
繋
げ
た
い
と
し
ま
し
た
。

２０
年
間
住
ん
で
、土
地
代
を
奨
励
金
と
し
て
交
付

建
築
時
に
補
助
金
１
０
０
万
円

さ
ら
に
、こ
ど
も
一
人
１０
万
円
加
算
支
援



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

検
証 

ど
う
な
っ
た
っ
ぺ
？
あ
の
一
般
質
問
・
シ
リ
ー
ズ
私
の
夢
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臨 時
議 会 定住・子育て支援に

西野団地　販売促進奨励金条例を可決

　
臨
時
議
会
は
１２
月
１９
日
に
招
集
さ
れ
、「
宅
地
分
譲
販
売
促
進
基
金
条
例
」「
定
住
促
進
奨

励
金
に
関
す
る
条
例
」の
他
に
平
成
３０
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
補
正
予
算
を
上
程
し
、

全
て
の
議
案
は
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ここに注目！
【
鮫
川
村
定
住
促
進
奨
励
金
に
関
す
る
条
例

 

及
び
規
則
】

定
住
す
る
目
的
の
た
め
住
宅
を
建
築
し
、
本
村

に
住
所
を
有
す
る
も
の
に
定
住
促
進
奨
励
金
を

支
給
す
る
。

第
４
条

《
定
住
促
進
奨
励
金
》（
条
例
）

分
譲
地
を
取
得
し
た
額
と
し
、
居
住
し
た
日
か
ら

20
年
後
に
全
額
と
す
る
。

第
４
条

《
奨
励
金
の
額
》（
規
則
）

【
鮫
川
村
宅
地
分
譲
地
販
売
促
進
事
業
補
助
金

 

交
付
要
綱
】

　

分
譲
地
の
売
買
契
約
後
、
３
年
以
内
に
村
内
外
請
負
業

者
と
工
事
契
約
を
結
び
、
申
請
日
に
属
す
る
年
度
の
４
月

１
日
で
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
45
歳
未
満
の
婚
姻
世
帯

《
補
助
金
交
付
対
象
者
》

　

村
内
請
負
業
者
１
０
０
万
円
、村
外
請
負
業
者
50
万
円
。義

務
教
育
修
了
前
の
こ
ど
も
、１
名
に
つ
き
10
万
円
を
加
算
す
る
。

《
補
助
金
》

詳しく
は

地域
整備
課に

聞い
て下
さい
ネ！
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【人口減少に伴う施策】

※定例議会での「一般質問」は「村民の皆様の声」や議員の「政策提言」を村政に反映できる手段です。
   質問した「政策提言がどのように検討されているか」を根強く検証していく事としています。

質問 ・ 提言

　一次産業の衰退
が人口減少を招い
ている。農家への
支援策を考えてい
く。

答　　弁 経過及び結果
　農家の衰退は止まらないが、若者の定住
化を図るために、分譲地を造成し、売り出
し中である。

若者の定住促進が期待できる宅地分譲地

　村内の若者の村
外流出が顕著であ
り、地場産業の振
興、人材育成が緊
急の課題である。

平成29年12月議会

【肉用牛繁殖施設の公設民営化】

質問 ・ 提言

　県内外の成功事
例を参考に、多角
的な視点で研究を
重ねていく。

答　　弁 経過及び結果
　畜産農家への継続的な支援をしている
が、公設民営での繁殖施設は検討中。

基幹産業となる肉用牛繁殖施設

　雇用の確保、農
地の維持のために
特色ある公設民営
での肉用牛繁殖
施設を整備すべき
では。

平成２８年９月議会

あの一般質問
どうなったっぺ？

過去の一般質問が行政に反映されているか、
その経過を検証します。第12弾
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　僕が今、頑張っていることは卓球です。中学生になって部活
と言われ、部活とは何かも分からず卓球部に入部してしまいま
した。始めは上手くできなくて辞めたくなった事もありましたが、
辞める事もできず、今まで続けて楽しくなってきて、辞めなく
て本当によかったと思います。これからも部活がある時はでき
る限り休まず、練習したいと思います。これからの進路に向け
て色々なことを努力し頑張っていきたいです。
    次に将来についてです。僕はあまり先のことをあれこれ難
しく考えたくありません。これから僕にできる夢は、なにか人
のために役立つ人間になりたいと思います。人は一人で生きて
いけないため、皆で協力し合い、僕はその中の一人として人
の役に立っていける人になれれば、一番嬉しいですし、これが
願いでもあります。

将来のこと、頑張っていること

浅木 隆加さん (鮫川中2年生)

み  れい

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い 

シ
リ
ー
ズ
㉛

　私の将来の夢はまだ決まっていません。ですが、みんなの役
に立つ仕事や笑顔にできる仕事に就きたいです。これからの学
校生活でゆっくり決めていこうと思っています。
    今、頑張っていることは勉強です。四月から受験生になる
ので、志望している高校に行けるように今から頑張っています。
そして、自分の将来が良いものになるように周りの方々に感謝
しながら生活していきたいです。

笑顔にできる仕事に就きたい

山形 美鈴さん (鮫川中2年生)

村民の広場 がんばれ！！ 

村の担い手私の夢シリーズ15

りゅう か

（赤坂西野字見渡）

◎ 卓球部で活躍中
◎ 趣味は音楽鑑賞

（青生野字江堀）

◎ 文芸部で活躍中
◎ 趣味は野球観戦
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

更
な
る
議
会
の
活
性
化
に
向
け
て
、

鮫
川
村
議
会
で
は「
議
会
基
本
条
例

制
定
」に
向
け
て
進
ん
で
お
り
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
は「
村
民
の
皆
様
と

議
会
の
約
束
事
」で
す
。

　
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
村
民
の
皆
様

方
よ
り
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
本
年
も
村
議
会
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
編
集
委
員
）

編
集
後
記

シリーズ㉛ふるさと鮫川への想い

我
が
故
郷
を
愛
し 

今
懐
か
し
い
思
い
出
が
沢
山

　

我
が
故
郷
を
愛
し
、
今
尚

懐
か
し
い
思
い
出
が
沢
山
あ

り
、
故
郷
を
離
れ
て
半
世
紀
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
鮫
川
村
は
素

晴
ら
し
い
村
で
有
り
ま
す
。

　

私
は
今
で
も
年
に
２
〜
３
回

は
村
に
行
き
ま
す
。
又
、 

私
の

妻
も
鮫
川
村
の
人
な
の
で
、
両

親
に
会
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
そ

の
時
々
の
報
告
を
し
、
両
親
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
両
親
が

い
た
か
ら
こ
そ
今
日
ま
で
歩
ん

で
来
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
田
舎
に
い
た
時
は
大

変
貧
し
く
、
夏
に
な
る
と
浅
川

町
か
ら
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

を
自
転
車
の
荷
台
に
乗
せ
登

り
、
旗
と
鐘
を
鳴
ら
し
な
が

ら
売
り
に
来
る
の
で
す
。
当
時

５
円
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

を
子
供
な
が
ら
に
舐
め
た
く
て

も
、
そ
ん
な
金
ど
こ
に
あ
る
ん

だ…

と
怒
ら
れ
、
舐
め
る
事
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
か

ら
帰
っ
て
来
れ
ば
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ 

・
か
ぼ
ち
ゃ
・
さ
つ
ま
芋
が

オ
ヤ
ツ
で
し
た
。
今
は
な
ん
で

も
す
ぐ
に
手
に
入
る
時
代
で

す
。
村
に
い
た
時
の
事
を
目
を

つ
ぶ
れ
ば
今
で
も
鮮
明
に
思

い
出
し
ま
す
。
川
で
泳
い
だ
事

や
、
田
ん
ぼ
を
凍
ら
し
て
竹
ス

ケ
ー
ト
を
し
た
り
、
又
、
母
親

に
綿
入
り
の
グ
ロ
ー
ブ
、
父
親

に
は
木
を
削
っ
た
バ
ッ
ト
を

作
っ
て
も
ら
い
、
野
球
を
し
て

遊
ん
だ
事
が
思
い
出
さ
れ
る
本

当
に
懐
か
し
く
昨
日
の
様
に
思

い
ま
す
。

　

昭
和
39
年
鮫
川
中
学
校
が

お
寺
の
下
に
あ
っ
た
の
が
最
後

の
卒
業
生
で
、
家
が
貧
し
く
て

◆ プロフィール
【生年月日】

【学　　校】

【仕　　事】

昭和23年6月17日

鮫川中学
埼玉県高等理美容学校

株式会社 サントス 会長

【家　　族】

【趣　　味】

妻
子供2人（既に独立）

ゴルフ・旅行

松本  春美 さん
（大字赤坂東野字広畑出身） 埼玉県さいたま市在住

高
校
に
行
け
ず
、
埼
玉
に
就
職

し
働
き
な
が
ら
学
校
に
行
き
ま

し
た
。
20
年
間
勤
め
た
会
社

を
退
社
し
て
、
今
は
独
立
開
業

し
理
容
店
、
美
容
店
を
経
営

し
、
老
人
ホ
ー
ム
施
設
内
や
ブ

ラ
イ
ダ
ル
等
に
も
力
を
注
い
で

お
り
ま
す
。

　

独
立
開
業
し
て
35
年
が
経
ち

ま
し
て
、
平
成
28
年
に
有
限
会

社
か
ら
株
式
会
社
に
し
、
長
男

に
全
権
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し

ま
し
て
、 

今
は
私
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ
、
小

学
校
の
交
通
指
導
員
や
公
益

財
団
法
人
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
指
導
や
審
判
、
L
B
C
卓

球
少
年
院
や
警
察
署
関
連
の

防
犯
の
活
動
し
た
り
し
て
お
り

ま
す
。
又
、
孫
が
４
人
お
り
、

毎
日
あ
わ
た
だ
し
く
生
活
を
し

な
が
ら
も
楽
し
く
過
ご
し
て
お

り
、
海
外
旅
行
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
始
め
、
色
々
な
国
を
旅
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
に
私
の
夢
は
ゴ
ル
フ
で

エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
す
る
事
で

す
が
、
無
理
か
も
ね
‼

　
分
か
り
や
す
く
、
読
ん
で
い
た
だ

け
る
議
会
だ
よ
り
を
め
ざ
し
て
、
今

年
も
頑
張
り
ま
す

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す議会だより発行に力注ぐ広報委員


